
大量噴霧消火装置の研究 (第3報)

1. I乏しがき

附和iO~ー よ り研究会開始し 得三にわたる欲作性能

泌総を行ない，逐次近代決備としての形態を盤えて各

f!k:.l!験に効果をおさめてきfが，問和42{HJ:左布旋倒

機構の改良を行ない 迫加性能別験を行うたのでそれ

らの概要を緑告する.

与お 2副学務111の構.ta.llt A;. 11:能のうち所綴3号

狗よぴ4号に報告してあるものμつLてIJ.. !2.Y.I;.を'ti

・脅するのでそれぞれi>J号とされたい.

2 改造甚置の繍遺徳曹

手助で偽作していた友布旋問機構".長時間の火災

~j~ 1を閤媛と L.迅速伝方向置換も忠弘にで8ない

ので 温水圧力を利用したル日 ビス ト>II!憾に改良

し.ワン タヲチ方式と した. I;Ull l.l:~1 1 凶日示すとお

り

lI!l固 水圧篠田機構
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3 実酸鎗果

1. !:!園性能

旋回周管Ii:1"上部}こ."た圧力 Itを見場 〈するf

め， コ，タ.，付f目指材近に圧力3十を取りつけてその指示

圧力をノズル庄1Jとして，PJtfi淀の方向が曲度置化す

るに裂する所要情争分をストヲプウオ νチで測定しt;.

測定結.*I.t;n-;}(に示すと"り.

rol茨旋回所醐分

3さ戸つ却1"
6 q/c圃Z

6 秒I6 秒 I6 砂ト右

6 ， 省一-Ii.

6 • I左→右
8 k./cm' 

6 ， :tiー・左

2 図伝性能

送風用事j般車の外筒に回転周進針金当τて各ノズル

底力における回EI立を欄定 Lf:.測定飴集は第2閣に

示すとおり.
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し， 〆胃とん医カ 1匂la'のとき140rpm

とき3初叩mである.

ニの混Ili:u，1a水網開閉"ルプの止水動作がノズル

圧力6kc:/m'以上必要であること，およびノズル圧力

的 "'11圃宮以上になると裂E全体の穆制連じること

等から常用圧力を10k(JCilIで.使用施閣がノズル庄JJ

で6k，四倉 から13kt:!anfまでとなる.従"てノズル阿

紙数は毎分200から6帥とみればよい.

4 ノズル偏向角度について

11<水E動力を Fとし回転作腕力をxとしてベタトル

線図によりJ;策すると，ノズル偏向角度合αとすれば

1箇のノズル自伝作用力Xは次のようになる.

111'図ベタトル線図

F 

10qf句'の

4 6 Jl. ..JO 12 
ノス7レ且し刀("}{.. 'ドー，

2 

Jぜex. x， 

x =FSina: 

x ，=FSin!S"=O. 259F 

xa=FSin30・=0.5∞F

x ，=FSJ凶45・=0.7四F

x，=FSinOO"=1.000F 

;X， 
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3 浴風位能

ザ ー スタ型風速針を用いて回伝ノズル背薗および

側面の吸い込み風速を測定した.測定時の本体ふ仰角

度!J;1511，，/ズル位向角度は初度とした.測定結果は

ZiJ3~れこ示すと釘り.

1. tf自性能について

W'1妥より! ノズル圧力が 6-8 kg/a2 まではi

「庄司省H右ゅ左J 錠回の回度移動に要する時聞は~J

6 抄で. 乎動様作のときの畳も良好位紋慣に~U'.

水圧像作IJ.手動旋回に比駁して労力が迫害し〈少な

〈 常に-)itの速度で動作し噴1i1l<11方向を確Eしな

がら目的の方向を迅速，自由かつ容易に選侠できる利

点がある.

2 送風儀能について

正しい送風効果を知るためには1 噴Ii気械を測定す

ることが妥当であるが，適当な計測協がないので 本

体の背薗における吸込風速を測定する二 とにより，噴

511<射に{字なう空気涜れ速度のめやすとした.

tIl3図に示したデ H タから，霞ヶ関ト γネル内火災

"'111記録(3(剛型!/I水砲による銀盤lli直速度=3m
/.ec) を.'考にすれば，大鑑旬ali滑火後置は 3000型

11<水砲の噴51食水と向等またはそれ以上の送風力を有

すると事Ul訴する ζとができる.

ニのニとからI トγホル内火災の俳煙と消火作集に

適切な消火後備であるものと 思われる.

3 固伝性能について

!'l置の安全性および鉄水量の検討資料として固伝数

を測定したものである.

;82倒より毎分回転Z立はノズル圧力に比例して鋼大

11 考4 



全回伝作用力はよ配の4倍に"る.

以上のことから回程肢を大き〈するためにはノズル

舗向角度金大倉〈すればよい倉工角度が大き〈なるに

従。て噴密政船方向は図伝触に直角と'"て〈 るため

T字型の水幕が形成されるので明鴛の前方到趨11'鰻

は短〈与る.

そこでノ ズル偏向向度は目的によ ，て選択すること

が必要とな q て〈る.例えぽ観烈な火剣を笛阪または

火酒~遮断する.合はa益，，' とすればよい， ..煙お

よび消火を 11的とする総合""孟鈎・が適当と考えら

れる.

所級.. ，により1%=15・の場合の噴省首底到建iE鰻は

念大となるが微細な噴窃のため 5m/lt'c以上の風があ

る場合には射@が10m態度になることに注意せ勾ぱな

f.，'.l ~'. 

5 むすび

以上の給処 大鼠唄..消火後1/1.の僻ヲ~，.t. 消火効皐
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の問題を除いて一応凝ることに伝"ご~ -dj:.n住俊夫

畿の結集密閉蜜火災やトYネル火災，、対 L'(1脅しい

効泉を有する袋I!である二とが阻められた.

しかし大量の水明ii~ より畏，、巨躯へ刻速さぜ よ

うとする命庖".あらたは黒1II~提供した. すなわち

噴答泊予ととい:..1JiDf，.(空気を火災に向か勺て遠鏡的

に-j;!の速度で足りニむ二と である.このニとは. "門

火に関速する多〈の裏湾が含まれていると考え均れる

ので早急信解決はIIfI重であるが逐次倹討会要する問

題である.

実用化に伴伝う辺川上の問題と して'"唱の不足と後

置の鯵動性〈伝験持〉が問題であうたが 伎隠の小型

化と屍S量化についてはすでに倹約Sとおわり 標'"型ポ

ンプ""台位で使用でき伝戦a容易な1応用虫色町の霞貯

図を完筏している.

今後" 晴海腹開簡のniIJ:;llI節化の研究生進的.'s 
u況れの1]1白書択性合同め目より 11秀な附火祭附を実

現 して行ぎたいLのである.
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